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感謝表出スキルに関する文脈的アプローチに基づい
た半構造化面接による予備的検討
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This study explores the skills for expressing gratitude using a range of actual cases based 011 the 
social sl，ils perspective. We supposed that a contextual approach to skills for expressing gratitude 
successfully works to combine expressions of grati土udeand interpersonal situations. Data were 
gathered through semi-structured interviews from university students and were statistiじallyanalyzed 
using correspondence analysis. H.esults showed that a set of expressions of gratitude and inteJ1)ersonal 
situatiol1 was different between same-sex friends and opposite-sex friends. 





みなされている (Bartlett& DeSteno， 2006)。感諮;
表出行動の笑行には，他者の|向社会的行動の強化や
当人の向社会的行動の促進 (McCullough，Kilpatrick， 
Emmons， & Larson， 2001; McCullough， Kimeldorf， 
& Cohen， 2008)，さらに，他者との関係満足度の向
上 (Algoe，Fredrickson， & Gable， 2013)，他者との
関イ系維持 (Lambert& F:incham， 2011) などの犠々
連総先;図aikawa@humanおukuba.ac，jp(相)1 光)





























































とされている q 贈物受領場面は 主に他者からプレ
ゼントや物をもらうといった内容が取り上げられて











































































































































j蔵j}く・樋口 (2011)では s 主な対人感謝場面は，
「被援助;場町jと「贈物受領域面」であったが，本
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lable 1 
対人!感謝場閣のカテゴリー表と向性および異性友人における記述数




21 (53%) 9 (23%) 
交友j助部
他者と交遊することによって感訪{の感情を!if;じる対入場面




14 (35%) 7 (18%) 
心配された，気にかけてくれたなどに関する記述
道真入手j動部 他者から人の必!誌な物をもらって感謝のlìf;摘を!~じる対人j封印
t受業のプリントをもらう，物を借りるなどに関する記述 14 (35%) 9 (23%) 
飲食受領域間 他者から飲食物をもらって感謝を感じる刻入場開
飲食物をもらうなどに関する記述例
20 (50%) 12 (30%) 
他者から評価されることによって感謝の感情を感じる対人j易問
他者評価i場町 装められた 1')，)，励まされたり，応援されたりしたなどに関する記述 8 (20%) 3 (8 %) 
他者に相談ベコ悩みを l~l:J いてもらうことによって感謝の感情を感じる対入場




28 (70%) 9 (23%) 
誕生1:1にお祝いをしてもらったなどに関する記述
他者から協力されることによって感謝の感情を感じる対入場面
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カ
1:去し訳なさ
4u (l()096) 35 (88%) 
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